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１　 計 画策 定 の意 義  

 

快 適 でう る お いの あ る生 活 環境 の 創造 の ため に は、 大 量生 産 、大 量 消費 、

大 量 廃棄 に 支え ら れた 社 会経 済・ラ イフ ス タイ ル を見 直 し、循 環型 の 廃棄 物

処 理 を形 成 して い く必 要 があ る 。そ のた め には 、社会 の 構成 す る全 て の主 体

が そ れぞ れ の立 場 でそ の 役割 を 認識 し 、履 行 して い くこ と が重 要 であ る 。  

本 町 にお け る ごみ 処 理は 現 在、平 成１ ４ 年よ り 広域 処 理と し て 、可 燃ご み

は ニ セコ 環 境株 式 会社 で 固形 燃 料化 処 理、粗大 及 び不 燃 ごみ は ６町 村 共同 で 、

蘭 越 町粗 大 ごみ 破 砕処 理 施設 で 処理 を 行っ て おり 、こ の 広域 処 理計 画 に基 づ

き 、 本町 に おい て 管理 型 最終 処 分場 で 埋め 立 てて い る。  

本 計 画は こ の よう な 状況 の なか 、容 器 包 装に 係 る分 別 収集 及 び再 商 品化 の

促 進 等に 関 する 法 律（ 以下「 容器 包 装リ サ イク ル 法」とい う ）第８ 条 に基 づ

い て 一般 廃 棄物 の 大半 を 占め る 容器 包 装廃 棄 物を 分 別収 集 し、適切 な 中間 処

理 と 、容 器 包装 廃 棄物 の 発生 抑 制、 再 使用 、 リサ イ クル を 推進 す る。 ま た、

最 終 処 分 量 の 削 減 を 図 る 目 的 で 、 行 政 ・ 住 民 ・ 事 業 者 そ れ ぞ れ の 役 割 を

明 確 に し 、 具 体 的 な 推 進 方 策 を 明 ら か に す る と と も に 、 関 係 者 が

一 体 と な っ て 取 り 組 む べ き 方 針 を 示 し た も の で あ る 。  

本 計 画の 推 進 によ り 、循 環 型の 廃 棄物 処 理が 具 体化 さ れる と とも に 、最 終

処 分 場を 初 めと す る廃 棄 物処 理 施設 の 延命 化 が図 ら れる も ので あ る。  
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２　 基 本的 方 向  
 

本 計 画を 実 施 する に 当た っ ての 基 本的 方 向を 以 下に 示 す。  

 

○ 容 器 包 装 廃 棄 物 の 発 生 抑 制 、 再 使 用 、 リ サ イ ク ル を 実 践 し 、 循 環 型 社 会

の 構 築を 目 指す 。  

○ 行 政 、住 民 、事 業 者が 一 体と な った 取 り組 み によ る 環境 負 荷の 低 減 。  

 

３　 計 画期 間  

 

本 計 画の 計 画 期間 は 令和 ８ 年４ 月 を始 期 とす る ５ヶ 年 とし 、令和 １ ０年 度

に 必 要な 見 直し を 行う 。  

 

 

４　 対 象品 目  

 

本 計 画は 、容 器 包装 廃 棄物 の うち 、缶類（ア ル ミ、ス チー ル ）、びん 類（ 無

色 ガ ラス 、 茶色 ガ ラス 、 その 他 のガ ラ ス） 、 紙類 （ 紙パ ッ ク、 ダ ンボ ー ル、

そ の 他紙 ）、プ ラ スチ ッ ク類（Ｐ Ｅ Ｔボ ト ル、そ の 他プ ラ スチ ッ ク）を対 象

と す る。  

 

 

５　 各 年度 に おけ る 容器 包 装廃 棄 物の 排 出量 の 見込 み  

（ 容 器包 装 リ サイ ク ル法 第 ８条 第 ２項 第 １号 ）  

 

 

 令和８年度 令和９年度 令和１０年度 令和１１年度 令和１２年度

   容器包装廃棄物  １６０ｔ  １６０ｔ  １５８ｔ  １５８ｔ  １５７ｔ
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６　 容 器包 装 廃棄 物 の排 出 の抑 制 のた め の方 策 に関 す る事 項  

（ 容 器包 装 リ サイ ク ル法 第 ８条 第 ２項 第 ２号 ）  

 

容 器 包装 廃 棄 物の 排 出の 抑 制の た め以 下 の方 策 を実 施 する 。なお 、実施 す

る に あ た っ て は 、 住民 、 事 業 者 、 再 生 事 業 者等 が そ れ ぞ れ の 立 場か ら 役 割

を 分 担 し 、 相 互 に 協 力 ・ 連 携 を 図 る 。  

 

 

・教育、啓発活動の充実 

学 校 や地 域 社 会の 場 にお け る副 読 本等 を 活用 し た教 育 、学 校 給食 に おけ る

牛 乳 パッ ク の回 収・リサ イ クル の 取り 組 み やご み 処理 施 設の 見 学会 等 があ ら

ゆ る 機会 を 活用 し 教育 を 行う 。ま た 、市 民 、事 業者 に 対し て 、ごみ 排 出量 の

増 大 、最 終処 分 場の 逼 迫、処理 経 費の 急 増 等ご み 処理 の 厳し い 状況 に つい て

の 情 報を 提 供し 、認識 を 深め て もら う 。さ らに 、ごみ の 排出 抑 制、分別 排 出、

再 生 利用 の 意義 及 び効 果 、ごみ の 適切 な 出 し方 に 関す る 教育 啓 発活 動 に積 極

的 に 取り 組 む。  

 

 

・過剰包装の抑制 

ス ー パー マ ー ケ ッ ト 等 小 売 店 で の 包 装 の 簡 素 化 を 推 進 す る 。  

 

 

・使い捨て商品の使用抑制 

使 い 捨て 商 品 の使 用 抑制 の 呼び か けを 行 うと と もに 、 リタ ー ナブ ル 容器 、

リ サ イク ル 品の 利 用促 進 を進 め 、住民 の 容 器包 装 利用 に 関す る 意識 向 上を 図

る 。  
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７ 　 分 別収 集 をす る もの と した 容 器包 装 廃棄 物 の種 類 及び 当 該容 器 包装 廃 棄  

物 の収 集 に係 る 分別 の 区分  

（ 容 器包 装 リ サイ ク ル法 第 ８条 第 ２項 第 ３号 ）  

 

最 終 処分 場 の 容量 、処 理 施設 の 状況 及 び 再商 品 化計 画 等を 総 合的 に 勘案 し 、

分 別 収集 を する 容 器包 装 廃棄 物 の種 類 を下 表 差欄 の よう に 定め る 。  

ま た 、 住 民 の 協 力 度 、 収 集 機 材 等 を 勘 案 し 、 収 集 に 係 る 分 別 の 区 分 は

下 表 右 欄 の と お り と す る 。  

 

 

          分別収集をする容器包装廃棄物の種類   収集に係る分別の区分

  主としてスチール製の容器 

 主としてアルミ製の容器

  
缶

 

  主として　　　　　　　無色のガラス製容器 

 ガラス製の　　　　　　茶色のガラス製容器 

 容器　　　　　　　　　その他の色のガラス製容器

 
 ガラスびん 

  主として紙製の容器であって飲料を充填するためのもの 

　（原材料としてアルミニウムが利用されているものを除く）

 
紙パック

 

  主として段ボール製の容器  段ボール

  主として紙製の容器包装であって上記以外のもの  その他の紙

  主としてポリエチレンテレフタレート（PET）製の容器であ

って飲料、しょうゆ等を充填するためのもの 
 
 ペットボトル 

  主としてプラスチック製の容器包装で上記以外のもの  その他プラスチック
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８　 各 年度 に おい て 得ら れ る分 別 基準 適 合物 の 特定 分 別基 準 適合 物 ごと の 量  

及 び第 ２ 条第 ６ 項に 規 定す る 主務 省 令で 定 める 物 の量 の 見込 み  

（ 容 器 包装 リ サ イク ル 法 第 ８ 条 第 ２ 項 第 ４ 号 ）  

単 位 （ｔ /年 ）  

 

 令 和 8 年 度 令 和 9 年 度 令和 10 年度 令和 11 年度 令和 12 年度

 主 と し て ス チ ー ル 製 の 容 器   

７
 

７
 

７
 

７
 

７
 主 と し て ア ル ミ 製 の 容 器   

7
 

7
 

7
 

7
 

7
 無 色 の ガ ラ ス 容 器  

 
 

（ 合 計 ）  

7
（ 合 計 ）  

7
（ 合 計 ）  

7
（ 合 計 ）  

7
（ 合 計 ）  

7
  

（引渡量） 

7

 

（独自処理量）

 

（引渡量） 

7

 

（独自処理量）

 

（引渡量） 

7

 

（独自処理量）

 

（引渡量） 

7

 

（独自処理量）

 

（引渡量） 

7

 

（独自処理量）

 茶 色 の ガ ラ ス 容 器  

 
 

 （ 合 計 ）  

   10
 （ 合 計 ）  

   10 
 （ 合 計 ）  

   10 
 （ 合 計 ）  

   10 
 （ 合 計 ）  

   10  
  

（引渡量） 

10

 

（独自処理量）

 

（引渡量） 

10

 

（独自処理量）

 

（引渡量） 

10

 

（独自処理量）

 

（引渡量） 

10

 

（独自処理量）

 

（引渡量） 

10

 

（独自処理量）

 そ の 他 の 色 の ガ ラ ス 容 器  

 
 

 （ 合 計 ）   
4

 （ 合 計 ）   
4

 （ 合 計 ）   
4

 （ 合 計 ）   
4

 （ 合 計 ）   
4

  

（引渡量） 

4

 

（独自処理量）

 

（引渡量） 

4

 

（独自処理量）

 

（引渡量） 

4

 

（独自処理量）

 

（引渡量） 

4

 

（独自処理量）

 

（引渡量） 

4

 

（独自処理量）

 主 と し て 紙 製 の 容 器 で あ っ て

飲 料 を 充 填 す る た め の も の （ 原

料 と し て ア ル ミ ニ ウ ム が 利 用

さ れ て い る も の を 除 く 。 ）

     
     

1 

     
     

1 

     
     

1 

     
     

1 

     
     

1 

 主 と し て 段 ボ ー ル 製 の 容 器 45 45 44 44 44
 主 と し て 紙 製 の 容 器 包 装 で あ

っ て 上 記 以 外 の も の  

 

（ 合 計 ）  

7
（ 合 計 ）  

7
（ 合 計 ）  

7
（ 合 計 ）  

7
（ 合 計 ）  

7
  

（引渡量）

 

（独自処理量）

7

 

（引渡量） 

 

（独自処理量）

7

 

（引渡量） 

 

（独自処理量）

7

 

（引渡量） 

 

（独自処理量）

7

 

（引渡量） 

 

（独自処理量）

7
 主 と し て ポ リ エ チ レ ン テ レ フ

タ レ ー ト （ PET） 製 の 容 器 で あ

っ て 飲 料 又 は し ょ う ゆ そ の 他

主 務 大 臣 が 定 め る 商 品 を 充 填

す る た め の も の

（ 合 計 ）  

     
12

（ 合 計 ）  

     
12

（ 合 計 ）  

     
12

（ 合 計 ）  

     
12

（ 合 計 ）  

     
12

  

（引渡量） 

12

 

（独自処理量）

 

（引渡量） 

12

 

（独自処理量）

 

（引渡量） 

12

 

（独自処理量）

 

（引渡量） 

12

 

（独自処理量）

 

（引渡量） 

12

 

（独自処理量）

 主 と し て プ ラ ス チ ッ ク 製 の 容

器 包 装 で あ っ て 上 記 以 外 の も

の  

 

 （ 合 計 ）  

60
 （ 合 計 ）  

60
 （ 合 計 ）  

59
 （ 合 計 ）  

59
 （ 合 計 ）  

58
  

（引渡量） 

60

 

（独自処理量）

 

（引渡量） 

60

 

（独自処理量）

 

（引渡量） 

59

 

（独自処理量）

 

（引渡量） 

59

 

（独自処理量）

 

（引渡量） 

58

 

（独自処理量）
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９ 　 各 年 度 に お い て 得 ら れ る 分 別 基 準 適 合 物 の 特 定 分 別 基 準 適 合 物 ご と の 量

及び 容 器包 装 リサ イ ク ル法 第 2 条第 6 項に 規 定す る 主 務 省令 で 定め る 物の 量

の見 込 みの 算 定方 法  
 

　特定分別基準適合物等の量及び容器包装リサイクル法第２条第６項に規定する主務省令

で定める物の量の見込み 

　下記の算定式を基本とし、推計しております。 

　　＝　直近年度（令和６年度）の分別基準適合物等の収集実績　×　人口変動率 
 

  また、人口変動率は、令和４年度策定の第６次京極町総合計画内の第 2 期京極町人口ビジョンの

数値から推計し、次のとおり設定した。 

 

１０ 　 分別 収 集を 実 施す る 者に 関 する 基 本的 な 事項  

（ 容 器包 装 リ サイ ク ル法 第 ８条 第 ２項 第 ５号 ）  

 

分 別 収集 は 、 現行 の 収集 体 制を 活 用し て 行う 。  

 

  

令和８年度

 

令和９年度

 

令和１０年度

 

令和１１年度

 

令和１２年度

  

２，７１８人 

(対前年度比） 

９９．２５％ 

 

２，６９７人 

(対前年度比） 

９９．２５％ 

 

２，６７７人 

(対前年度比） 

９９．２４％ 

 

２，６５６人 

(対前年度比） 

９９．２４％ 

 

２，６３６人 

(対前年度比） 

９９．２３％ 

     容器包装廃棄物の種類 収集に係る分別

の区分

収集・運搬段階 選別・保管等段階 

  スチール製容器  

缶類

 

 

 

 

収集委託業者 

 

 

 

 

 

 

委託業者 

 

  アルミ製容器

  無色のガラス製容器  
ビン類   茶色のガラス製容器

  その他の色のガラス製容器

  飲料用紙製容器包装  

紙類 

町内業者 

   段ボール

  その他の紙類  
委託業者   ペットボトル ペットボトル

  その他のプラスチック製容器包装 その他プラ
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1１ 　分 別 収集 の 用に 供 する 施 設の 整 備 に 関 す る 事 項  

（ 容 器包 装 リ サイ ク ル法 第 ８条 第 ２項 第 ６号 ）  

 
　　現在 、町 内 に 保管 施 設等 の リサ イ クル 施 設は 無 く、プ ラス チ ック 製 容器 に 　  

つ い て は 倶 知 安 町 の ニ セ コ 環 境 （ 株 ） で 、 缶 類 ・ ビ ン 類 ・ PET ボ ト ル に つ

い ては 喜 茂別 町 の株 式 会社 丸 協建 設 林業 で 保 管・ 選 別を 行 って い る。 

ま た、PET ボ ト ルに つ いて は 、令 和 7 年 4 月 より サ ント リ ーホ ー ルデ ィ  

ン グス 株 式会 社 と水 平 リサ イ クル に 関す る 協 定書 を 結び 、リ サ イク ル 処理 を

行 って い る。  
 
 

分別 収 集の 用 に供 す る施 設 整備 計 画  

 

 

 

 

1２ 　そ の 他容 器 包装 廃 棄物 の 分別 収 集の 実 施 に関 し 重要 な 事項  

  （ 容 器包 装 リ サイ ク ル法 第 ８条 第 ２項 第 ７号 ）  

 

・事業系一般廃棄物の分別強化 

一 般 家庭 に お ける 分 別に 合 わせ 、事 業 系 一般 廃 棄物 の 容器 包 装廃 棄 物の 分

別 を 推進 し 、回 収 率の 向 上を 目 指す 。

 　　分別収集する容器 

　　包装廃棄物の種類 

収集に係る分

別の区分 

収集容器 

 

 収集車 

 

選別・保管等段階 

 

  スチール製容器
缶類

 

 

袋 

 

 

 

 

 

２ｔ平ボディ車 

 

 

 

 

 

 

 

 

 委託業者 

 

  アルミ製容器

  無色のガラス製容器  
ビン類   茶色のガラス製容器

  その他の色のガラス製容器

  飲料用紙製容器包装  

紙類 

紐で縛る  町内業者 

   段ボール

  その他の紙類  
袋 

 

 

 
 委託業者 

 

 

  ペットボトル ペットボトル 

  その他のプラスチック製容器包装 その他プラ 


